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ＯＴＣニコチン製剤
を利用して禁煙する方へ
サポート

服薬指導で禁煙を
サポート

宮城県薬剤師会では
2001年から活動をスタート



2000年4月 「21世紀における国民健康づくり運動（健康日本21）」スタート
９分野の4番目に「たばこ」を掲げた

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
2001年7月 宮城県薬 「健康日本21プロジェクト会議」立ち上げ

9月 「たばこ対策専門部会」設置 禁煙支援・指導薬剤師認定制度創設 テキスト作成
2002年1月 禁煙支援・指導薬剤師認定研修会実施 認定薬剤師39名誕生

2001年9月 OTC薬ニコレットの発売
2002年3月 みやぎ２１健康プラン策定 重点項目５として「たばこ」
2002年8月 健康増進法公布 施設管理者の受動喫煙防止努力義務
2005年2月 たばこ規制枠組条約（FCTC)発効

2014年 健康情報拠点事業・禁煙支援事業
①禁煙支援薬局の見える化（マップ作成） ②薬局での禁煙サポート
③小児の受動喫煙防止

2015年 健康情報拠点事業・禁煙支援事業
① 禁煙支援指導薬剤師の相談業務体制の推進：薬剤師の意識調査
②受動喫煙対策
③禁煙キャンペーン

2002～2018年6月 禁煙支援・指導薬剤師認定研修会実施 （2011年以外は実施）

宮城県薬剤師会「たばこ対策」のあゆみ



宮城県薬剤師会
禁煙支援・指導薬剤師の認定事業

•事業開始：2002年
•認定者数：906名
平成31年4月1日
実質認定者342名 （公開名簿では219名）

•認定有効期間：3年間
•期間中に所定の認定講習受講により更新できる



宮城県薬剤師会登録
禁煙支援薬局について

①1名以上「禁煙支援・指導薬剤師」が勤務している
②禁煙相談の人的、物的環境が整っていること
③店内完全禁煙
④たばこの販売をしていない
⑤禁煙希望者に対する支援と地域の禁煙推進に対して熱意
と使命感を持っていること

⑥その他県薬が必要と認めること

H31年3月1日現在 70薬局



2019年 禁煙支援・指導認定研修会
講義「ニコチン依存と薬物相互作用」
講演Ⅰ：「知らなければ損をするタバコの話」

たかだこども医院 高田修先生
講演Ⅱ：「加熱式たばこ・最新情報」
体験・説明：スモーカライザー ニコチンパッチ・ガム 肺モデ
ル等
講義：「薬剤師が行う禁煙指導」
ロールプレイ：5症例の禁煙支援・指導



相互作用がある薬剤

≪代表的薬剤≫
テオフィリン（気管支拡張剤）
フロセミド（利尿剤）
プロプラノロール
（降圧剤・不整脈用剤）
オランザピン（抗精神病薬）

など

タバコ煙による代謝酵素誘導

ニコチン製剤の作用増強
≪代表的薬剤≫
アドレナリン遮断薬（降圧剤）
アドレナリン作動薬
（抗めまい薬 気管支拡張薬）など



禁煙啓発
•初回問診票における喫煙状況確認➡啓発
小児の受動喫煙状況確認➡啓発

•たばことの相互作用のある薬剤への注意喚起

•疾病への悪影響の啓発

•イベントでの啓発活動





健康情報拠点事業：禁煙支援事業

2014年 健康情報拠点事業・禁煙支援事業
①禁煙支援薬局の見える化（マップ作成）
②薬局での禁煙サポート
③小児の受動喫煙防止

2015年 健康情報拠点事業・禁煙支援事業
① 禁煙支援指導薬剤師の相談業務体制の推進

：薬剤師の意識調査
②受動喫煙対策
③禁煙キャンペーン



禁煙支援薬局の見える化





子どもをたばこの煙から守ろう

家族の喫煙環境はいかがでしょうか

服薬指導の際に、
ご家族の喫煙状況をお聞きしています

（一社）宮城県薬剤師会 禁煙支援薬局
平成26年度 禁煙支援キャンペーン実施中

健康情報拠点事業：たばこ分野③

自分はタバコを吸わなくても、他人のタバ
コの煙をすわされてしまうことを「受動喫
煙」といいます。

子供のアレルギー、気管支炎、ぜんそく、
中耳炎が増えるとされています。

パパママ、煙はゼロで愛がいっぱい！！

禁煙については、宮城県薬剤師会
の禁煙支援薬局にお気軽にご相談
下さい



①この取り組みを実施してみて感じたことは？

【結果・小児の受動喫煙防止対策】
受動喫煙対策事業参加薬局調査：平成２８年１月 ７６薬局中６１薬局回答（回答率８０．３％）

子供の前では吸ってないから大丈夫という人が多かった。
受動喫煙の害について知らない人が結構いる。
ベランダ、換気扇の下なら大丈夫だろうと思っている方が大半。
受動喫煙が良くないことは分かっているが、禁煙できない方が多いと感じた。

②患者さんからたばこや禁煙に関する相談・質問は？

受動喫煙の話から、スモーカライザー体験を希望される方が多かった。
家族の喫煙をやめさせたい。どうすればその気にさせられるか？
相談はあっても本人の禁煙意志が無い場合が多い。
薬を使用しないでやめることは出来ないか？どこの薬局で指導してもらえるのか？

③たばこ対策や疾病予防に関することで、薬剤師会への要望は？

禁煙の啓発運動は行っていると思うが、世間の認知度が低いようだ。もっと一般の
方にアピールして欲しい。
今後も受動喫煙のチラシは使用していきたい。
今回の取組みは患者との会話の幅が広がる、いいきっかけとなった。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、この取り組みを行って感じたことはということですが、「子供の前では吸っていないから大丈夫」だったり、「受動喫煙の害について知らない人が結構いる」といった意見が見られ、まだまだ受動喫煙に関する啓蒙が必要であると感じました。
たばこや禁煙に関する相談や質問はという事については、「受動喫煙の話しからスモーカライザー体験をしたい」というものや、喫煙者本人ではなく家族から、「どうすれば喫煙をやめさせることが出来るのか？」という質問が多くみられた。
また、「今回の取り組みは患者との会話の幅が広がる、いいきっかけとなった」という意見もあり、初回問診票に受動喫煙の有無を入れることにより、潜在的な禁煙希望者の掘り起こしや患者とのコミュニケーションツールとして有用だということが確認できたので、今後も多くの薬局で実施できるよう、薬剤師会としても今後もフォローしてきたいと考えています。



ウジエ調剤薬局台原店
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健康まつりなどでの啓発活動



世界禁煙デー 禁煙ウォーキング

2014年

2017年 ➡2018年39名➡2019年 43名参加



「受動喫煙防止宣言施設登録制度」への宣言（登録）について
宮城県及び仙台市では、「受動喫煙防止宣言施設登録制度」への登録を推進。
薬局においても受動喫煙防止宣言施設登録ができます。
（１）または（２）のどちらかに該当する場合、宣言（登録）できます！
１．敷地内禁煙
２．建物内禁煙



日本薬剤師会の禁煙運動宣言
平成15年4月9日の理事会で『禁煙運動宣言』を採択し、たばこ対策の
検討・実施をする。

禁煙運動宣言
私達は、国民の健康を守るため、以下のような取り組みを進め、禁煙の推進・受動喫

煙の防止に貢献します。

１．国民の禁煙支援に積極的に取り組みます。

２．とくに妊婦・未成年者への禁煙啓発活動を行います。

３．薬剤師の禁煙を徹底します。

４．薬局・薬店内の禁煙を徹底します。

５．薬剤師会館の全館禁煙を徹底します

６．薬局・薬店ではたばこの販売を行いません。



宮城県薬剤師会の禁煙宣言（2017年 6月）
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